着物の意匠にみる江戸・明治期の日本文化 by 加茂, 瑞穂
1/8 
 




○氏名      加茂 瑞穂（かも みずほ） 
○学位の種類   博士（文学） 
○授与番号    甲 第 826 号 
○授与年月日   2012 年 3 月 31 日 
○学位授与の要件 本学学位規程第 18 条第 1項 
         学位規則第 4条第 1項 
○学位論文の題名 着物の意匠にみる江戸・明治期の日本文化 
○審査委員    （主査）赤間 亮（立命館大学文学部教授） 










 章立は、序章・終章を含めて全 10 章からなる。章題は以下の通り。 
 序章「意匠文化」とは―着物の意匠を扱うにあたって 
  第一章 産業と学術研究における染色型紙について 
  第二章「誰が袖」の展開―着物の意匠化について 
  第三章 歌舞伎衣裳の文様と役 
―歌舞伎「妹背山婦女庭訓」お三輪の衣裳にみる衣裳の変更と定着 
  第四章 歌舞伎衣裳のおける意匠の改編について―「八百屋お七」から「お嬢吉三」へ 
  第五章 染色型紙とその意匠―コレクション紹介を中心として 
  第六章 染色型紙と絵画の間における意匠の転用 
―キョッソーネ東洋美術館所蔵型紙を中心として 
  第七章 明治期の友禅図案―財団法人京染会蔵友禅協会図案について 
  第八章 明治後期における近世の意匠について 
―友禅協会図案にみる「伊達模様」とその特徴― 
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 第七章と続く第八章では、明治 20 年代から 40 年代にかけて、京都の友禅協会が募集し
た友禅の懸賞図案約 10,000 点を対象に考察を進めている。 
【第七章】明治 25 年 3 月から京都の友禅染業者の有志（後に友禅協会）によって始まった
懸賞図案会の友禅図案は、現在も京染会に大切に保存されている。本協会の募集は、明治



































































































 第七章と第八章は、これも論者が初めて総合調査を実施した友禅協会懸賞図案 1 万点を
基にした研究である。本資料は、現在、友禅協会の後継組織にあたる京染会が保管してい
るが、一部分を恣意的に紹介されるのみで、全体の調査がされたことはなかった。その理



















































以上の点を総合的に判断して、本論文は、本学学位規程第 18 条第 1 項に基づいて、「博
士（文学 立命館大学）」の学位を授与することが適当であると判断する。 
